
 

 

米坂線復旧に係る新潟県側の状況について 

 

１ 会議等の開催 

○第７回ＪＲ米坂線復旧検討会議（４月30日） 

○新潟県復旧検討会議ワーキンググループ（10月22日） 

 

２ 沿線自治体及び新潟県の発言 

関川村 

○村議会一般質問（９月10日） 

・災害から４年も経つので、対応方針を早急に決める必要があると思ってお

り、３つの条件（※）が整えば、この方向（バス）で議論を前進させたい 

（※）関川村がＪＲに求める３つの条件 

①地域住民等の利便性がしっかり確保されること（坂町駅ホームにお

ける列車とバスの対面乗換） 

②関川村に実質的な財政負担を生じさせないこと 

③地域公共交通の維持のために、ＪＲも主体的な役割をしっかり果た

すこと（利便性向上に向けたバス運行の計画づくりへの参画） 

・新潟側だけでないので、山形の自治体とも意思疎通が必要 

 

村上市 

○市長記者会見（９月11日） 

・４年が経過し、議論を長引かせることは得策ではない 

・バスの転換を現実的と考えているが、新潟県や関川村、山形県の沿線自治

体と協議を進めていきたい 

 

新潟県 

○県知事定例記者会見（９月１日） 

・（利便性に関する質問に対して）バスの案だと鉄道とは違う柔軟な運行が可

能になるというのは明らかになっている。 

・人の行き先となりうる病院や商業施設や公的機関など、そういったところ

に路線を伸ばしていったり、停留所を新たに作ったりする、そういったこと

がやりやすい 
 

○新潟県議会９月定例会知事冒頭説明（９月29日） 

・利便性や持続可能性の高い公共交通の実現に向けて、バスを有力な選択肢

とする沿線自治体の意向を尊重しながら、早急かつ丁寧に、具体的な協議を

進めていく 
 

○常任委員会＜交通政策局長答弁＞（10月７日） 

・最終的な方針については、山形側の関係自治体を交えた復旧検討会議で決

定する必要があり、山形側に働きかけながら、令和８年度内の開催を目指す 
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以上 


